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paatdapab nadaftsb aatfb sb aatpaatva bgaatqb dar and batt nadaftdaum sand battsb saumb
大半が広い人のナダフト国は見栄えを良くした国で、増えた交易が傍にあった。湿り気の無い地域も
農地であり、多くは無いが貧しくない家の国土で、ブアツツ国に集まった国民だった。

kdasand battdaumb nadadar batdaftdaumb aaqab sand batqbattfbatsb vadar and batqab
後の争いで、多くは無い国民だが小さく無い農地でも多くは貧しい国民だった。人が離れた国土は、
生まれるに従い多くを失ったブアツ国だった。傍の農地にはやがて多くの地震があった。

sand badar bqaum aafab sand bat saum batsb nadaqdaum kand batt bqar sand
国土は農地毎に古い希望があり、人が離れた国土は多くの指導者でブアツ国とした。
無自立家は後であるが、多くは無い古い土地を国土とした。

fbatsar aadaum qaumsb aaqab nadaqaumsb aatqaum aaqab batqb batqb saum dafatb
良い多くのボスが所有家のクアウム国は人が離れた。ナダクアウム国も僅かな希望だったが人が離れ、
次々と多くの地域になった。指導者は大きな国とした。

dqttsb batqttb bqtb batsb aasb baqb nadafbatdas bftsb bftb aatdar
ダクツツ国は多くの小さくない国で、ブアツ国・アア国の傍の地域は豊かでない多くの出入りだった。
ブフト国は新しい国で農地を加えた。

ftsb sbftsb battqttsb bpaatsb aasaumdar battsb dasb qand dapaatsb sbqtsb aasazi
フト国・スブフト国は多くは無く、クツツ国・ブプアアト国は幾らかの指導者の農地だった。
バツツ国は出入の人の後で、そしてダプアアト国・スブクト国は定まることができた。

vadaum badaum nadaqand bfaasb nadaqaasb k ar aasb fab daftsb aatsb nadaqar aafatb zi
傍の家は軒並み奴連合で、ブフアア国・ナダクアア国の後はアア国で遠い人だった。
ダフト国・アアト国は未自立地の国が合流しできた。

sbatdaum aab aaqab bab basb aaqb aadasb fasb k aatdak aatb
未成熟な家は全て人が離れ、領土はブア国になり、幾らかの地域はアアダ国やフア国となった。
後に固く集まり人が増えた。

fbasb basb gaatsb sbgaasb badaum qttk bfaumb gaasb sb qaraum baqb bfb sar sazi
フバツ国・ブア国・ガアアト国・スブガアアト国は軒並み少しの契約の新しい人々だった。
グアア国は国が狭く土地が希望で、後ろ向きの人も成長しボスは集める事ができた。

faatb bab aaqaum aas nadaqsb basb aumdaumsb daumanr batdaum
良い国の領土は活発な希望で定まった。ナダク国・ブア国・アウムダウム国は家財の多い国だった。
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paas air bas batpsand basb dagatsb nadapaasb umsb batar dapsar basb k abgaatsb
交易の集まる場所は集まりによって多くの僅かな国土があった。バ国・ダガト国・ナダプアア国
などの国で多くの土地にあった。多くのボスのブア国は後に大きくなりブグアアト国となった。

ftaab sand batdaqab aadaqb r and aatk batb qar batqab aasb aaqaazi
豊かでない全ての国土には多くの費用がいった。幾らかの支配が周りにあったが、幾らかの方向で
変化し、狭い土地は多くの地震でアア国となり、切り離すことかできた。

ar bqand badaum daqttb aadaum sar daumk umaid b
土地は古いが軒並み統治国で、幾らかの家のボスは家が古いので手当する人だった。

dafbataum qar badaumqbab nadaqar aatdaum daqaum sazi aasazi nadaqazi
豊かな多くの望みは狭い土地のことで、軒並み狭い領土だった。無自立地に家が増え、自立希望を
まとめることができ、定めることができ、無自立が可能だった。

ndaqar badaum qaum daumqtdasb
未自立地は軒並み少ない希望で家がクトダ国になった。


